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交流インピーダンス測定による腐食反応の評価

硫化水素ガスを含む過酷環境下での腐食抵抗を交流インピーダンスで評価いたします。

硫化水素を含む腐食環境下の交流インピーダンス評価

Cat.No 3E6J-046-00-210603

腐食が進行している金属表面と溶液の界面近傍の電気
化学反応は、図１で示すような等価回路で表すことができ
ます。この例では、炭素鋼の水溶液中腐食反応が、界面
に形成される電気二重層に対応するコンデンサ―(Cdl) と
腐食電流の流れにくさに対応する電荷移動抵抗(Rc)の
並列回路と、溶液の抵抗(Rs)で示されています。

交流インピーダンス計測と等価回路モデルによる解析を
おこなうことで、Rc とRsを分離して評価できます注1)。Rc の
逆数が腐食電流に比例することから、解析結果より腐食
速度を評価できます。

注1）交流インピーダンス測定中で腐食反応に変化がないことを
仮定して解析します。

図2 硫化水素を含む溶液中での交流インピーダンス計測・等価回路解析例

硫化水素を含む溶液中での交流インピーダンス測定

当社は、硫化水素を含む溶液中でのインピーダンス
測定技術を確立しました。地熱利用やCO2大深度地中
貯蔵などで想定される、過酷な環境下での金属の腐食
反応を評価できるようになりました。

100％硫化水素ガスを吹き込みながら塩化ナトリウム
および酢酸を含む溶液中で測定した交流インピーダン
ス（実測値）を、等価回路による解析結果（カーブフィッ
ティング値）とともに図2に示します注2）。解析結果より、
Rc は1150Ω程度と求められました注3）。

同環境下での鋼種(試料)の違いによる腐食速度の比較
または、溶液の状態が変化しない場合、経時変化に
おける腐食速度の変化が推測できます。

注2）交流インピーダンス測定：負荷電圧±10mV、
周波数1mHz～0.1MHz
等価回路：電気二重層の容量成分は定位相素子CPEと
して解析
試料：炭素鋼
溶液：NaCl+CH3COOH、pH=3
ガス：100％ H2S バブリング

注3)等価回路の抵抗は、低周波数側では容量成分が電気を
ほぼ通さないため溶液抵抗(Rs)と電荷移動抵抗(Rc)の
和で示され（図2中の赤矢印)、高周波数側では容量成分
に電流が流れるためほぼ溶液抵抗(Rs)となります(図2中
の青矢印) 。したがって、両者の差としてRcが求まります。

※ 多様な溶液と吹込みガスで計測が可能です

酸性～アルカリ性の溶液中で、100％硫化水素ガスに限らず、窒素/硫化水素混合ガス、炭酸ガス/硫化水素混合ガス
などの多様なガスを吹き込み評価が可能です。是非、お気軽にご相談ください。
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図1 等価回路例： 炭素鋼の水溶液中腐食
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